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外
国
人
留
学
生
向
け
現
地
選
考
の
実
施
（
各
大
学
の
取
組
）

（
入

試
方

法
）

学
部

の
選

考
（
工

学
部

・農
学

部
の

国
際

コ
ー

ス
）
：

○
応

募
は

オ
ン

ラ
イ

ン
。

選
考

は
基

本
的

に
は

2 
段

階
。

一
次

選
抜

と
し

て
書

類
選

考
の

の
ち

、
二

次
選

抜
で

面
接

を
行

う
。

○
申

請
の

要
件

は
学

部
に

よ
っ

て
異

な
る

。
例

え
ば

工
学

部
で

は
英

語
資

格
試

験
の

成
績

は
必

要
条

件
、

IB
 等

は
オ

プ
シ

ョ
ン

。
一

方
、

農
学

部
で

は
IB

 等
が

必
要

条
件

で
、

英
語

資
格

試
験

の
成

績
は

国
や

提
出

さ
れ

る
IB

等
の

種
類

に
も

よ
る

が
、

オ
プ

シ
ョ

ン
。

○
面

接
は

現
地

で
行

わ
れ

る
場

合
が

多
い

が
、

Sk
yp

e 
等

を
用

い
た

遠
隔

の
場

合
も

あ
る

。
後

者
の

場
合

、
面

接
に

加
え

、
筆

記
に

よ
る

現
地

入
試

を
課

す
る

（
工

学
部

）
場

合
も

あ
る

。
な

お
国

別
の

大
学

入
試

制
度

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

し
て

い
る

。

【デ
ィス

カバ
リー

国
際

入
試

】（
募

集
人

員
30

人
）

■
試
験
内
容

■
入
試
時
期

2
0
1
7
年

度
入

試
（
入

学
は

2
0
1
7
年

1
0
月

）

第
1期

20
16

年
11

月
実

施
募

集
人

員
10

人

第
2期

20
17

年
2月

実
施

募
集

人
員

15
人

第
3期

20
17

年
5月

実
施

募
集

人
員

5人

・
書

類
審

査
（
第

1次
選

抜
）

成
績

評
価

証
明

書
、

自
己

推
薦

書
、

評
価

書
（
英

語
で

作
成

）

語
学

能
力

（
英

語
ｏ

ｒ日
本

語
、

英
語

＋
日

本
語

）
試

験
の

ス
コ

ア

・
個

人
面

接
（
第

2次
選

抜
）

海
外

受
験

者
は

Sk
yp

e 
を

利
用

（
30

分
程

度
）

・成
績

評
価

証
明

書
・評

価
書

➡
基

礎
学

力
・自

己
推

薦
書

（
4種

類
の

st
at

em
en

ts
）

➡
学

修
に

対
す

る
目

的
意

識
、学

習
意

欲
、課

題
に

対
す

る
理

解
力

、論
理

的
思

考
力

・外
部

英
語

試
験

の
ス

コア
（

直
近

3年
間

英
語

で
学

校
教

育
を

受
け

て
い

な
い

場
合

の
み

）
＋

面
接

➡
英

語
能

力
・面

接
➡

上
記

の
点

に
つ

い
て

の
確

認
＋

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

力
★

ア
ドミ

ッシ
ョン

・ポ
リシ

ー
に

照
らし

、本
プロ

グ
ラム

との
適

合
性

を重
視

岡
山

大
学

（
デ

ィ
ス

カ
バ

リ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

九
州

大
学

1



【
目

的
】

「
日

本
語

を
勉

強
し

た
い

け
れ

ど
、

忙
し

く
て

な
か

な
か

授
業

に
出

ら
れ

な

い
」
、

「
も

っ
と

日
本

語
を

使
っ

て
み

た
い

」
、

留
学

前
に

少
し

で
も

日
本

語
を

勉
強

し
て

お
き

た
い

」
と

い
う

留
学

生
の

た
め

の
日

本
語

教
材

各
種

。

【
学

習
内

容
】

○
ひ

ら
が

な
、

カ
タ

カ
タ

か
ら

、
大

学
生

活
や

日
常

生
活

に
必

要
な

日
本

語

を
学

ぶ
こ

と
が

可
能

な
eラ

ー
ニ

ン
グ

、
漢

字
学

習
用

ア
プ

リ
な

ど
。

【
特

徴
】
（

eラ
ー

ニ
ン

ン
グ

に
つ

い
て

）

○
学

習
者

が
１

人
で

日
本

語
の

文
型

を
学

べ
る

よ
う

、
動

画
・
写

真
・
イ

ラ
ス

ト
な

ど
の

視
聴

覚
素

材
を

豊
富

に
使

用

○
参

加
者

同
士

で
日

本
語

作
文

を
書

き
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

可
能

○
音

声
チ

ャ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
、

仮
想

空
間

で
会

話
が

可
能

○
豊

富
な

練
習

量
、

丁
寧

な
解

説
、

そ
し

て
動

画
や

音
声

、
ア

バ
タ

ー
作

成

に
よ

る
チ

ャ
ッ

ト
で

仲
間

作
り

な
ど

、
継

続
し

て
日

本
語

が
楽

し
く
学

べ
る

工

夫
が

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

【
具

体
的

な
活

用
事

例
】

日
本
語
教
育
（
初
級
～
中
級
）
の
充
実

筑
波

大
学

【
目

的
】

東
京

外
国

語
大

学
で

は
、

留
学

生
へ

の
日

本
語

教
育

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、

eラ
ー

ニ
ン

グ
教

材
を

開
発

。
教

室
授

業
と

の
併

用
を

目
的

と
し

て
、

大
学

で
実

施
し

て
い

た
『
初

級
日

本
語

』
『
中

級
日

本
語

』
を

eラ
ー

ニ
ン

グ
化

し
た

も
の

【
学

習
内

容
】

初
級

（
N５

・
N４

レ
ベ

ル
】
～

中
級

（
N３

・
N２

レ
ベ

ル
）
ま

で
、

幅
広

い
レ

ベ
ル

の

日
本

語
を

学
習

す
る

こ
と

が
可

能
。

【
特

徴
】

○
初

級
30

0時
間

、
中

級
30

0時
間

の
授

業
内

容
を

W
eb

で
無

料
公

開

○
文

法
、

語
彙

、
読

解
、

聴
解

、
口

頭
発

表
の

教
材

を
用

意

○
日

本
人

の
発

音
を

聞
く
、

自
分

の
発

音
を

録
音

し
て

聞
く
な

ど
、

音
声

を
重

視

○
教

師
用

の
指

導
書

も
併

せ
て

開
発

し
、

指
導

の
留

意
点

を
明

記

○
教

室
授

業
と

eラ
ー

ニ
ン

グ
を

組
み

合
わ

せ
た

bl
en

de
d 

le
ar

ni
ng

に
よ

る
効

果
的

な
日

本
語

学
習

を
め

ざ
す

【
具

体
的

な
活

用
事

例
】

東
京

外
国

語
大

学

20
09

年
度

国
費

学
部

留
学

生
（
未

習
者

ク
ラ

ス
29

名
）
の

活
用

状
況

は
以

下
の

通
り

。

○
初

級
終

了
ま

で
の

教
室

授
業

時
間

数
→

約
30

0時
間

○
一

人
当

た
り

平
均

閲
覧

時
間

：
→

10
0.

0時
間

○
初

級
終

了
ま

で
の

平
均

授
業

日
数

→
10

0日

○
一

人
・
一

日
あ

た
り

の
平

均
閲

覧
時

間
→

1時
間

国
内

の
大

学
で

十
分

に
日

本
語

教
育

が
提

供
で

き
な

い
機

関
で

も
使

用
さ

れ
て

い
る

。
漢

字
学

習
ア

プ
リ

は
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
対

応
で

高
速

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

回
線

が
な

い
場

合
で

も
使

用
さ

れ
て

い
る

。
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宿
舎
確
保
の
方
策
（
PF
I等
の
活
用
）

○
グ

ロ
ー

バ
ル

レ
ジ

デ
ン

ス
整

備
事

業
国

際
化

推
進

の
た

め
の

留
学

生
宿

舎
の

整
備

に
関

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
及

び
国

際
性

の
日

常
化

、
日

本
に

い
な

が
ら

異
文

化
交

流
が

体
験

で
き

る
国

際
競

争
力

の
あ

る
住

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

施
設

整
備

、
維

持
管

理
及

び
運

営
を

Ｐ
Ｆ

Ｉ法
に

基
づ

く
事

業
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
あ

る
。

【
グ

ロ
ー

バ
ル

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
施

設
整

備
、

維
持

管
理

及
び

運
営

】
・
事

業
場

所
：
大

学
敷

地
内

・
事

業
期

間
：
平

成
27

年
（
建

設
）
か

ら
平

成
60

年
3月

ま
で

・
対

象
施

設
：
グ

ロ
ー

バ
ル

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
（

11
棟

・5
00

人
）
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

・
料

金
：

35
,8

00
円

・
事

業
方

式
：
Ｂ

Ｔ
Ｏ

方
式

・
業

務
範

囲
：
設

計
、

建
設

、
工

事
管

理
、

維
持

管
理

、
運

営
・
主

な
機

能
：
グ

ロ
ー

バ
ル

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
＝

シ
ェ

ア
型

タ
イ

プ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
＝

管
理

運
営

エ
リ

ア
、

学
習

支
援

エ
リ

ア
、

交
流

支
援

エ
リ

ア
【
短

期
留

学
・
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

ハ
ウ

ス
の

維
持

管
理

及
び

運
営

】
・
料

金
：

23
,8

00
～

44
,0

00
円

○
大

岡
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

レ
ジ

デ
ン

ス
①

大
学

の
敷

地
に

事
業

者
が

施
設

（
建

物
）
を

建
設

し
、

完
成

後
、

②
を

条
件

に
大

学
へ

施
設

を
寄

付
（
負

担
付

寄
附

方
式

）
②

寄
付

を
受

け
た

施
設

を
事

業
者

に
貸

与
し

、
宿

舎
と

し
て

35
年

間
運

営
建

設
及

び
35

年
間

の
建

物
維

持
管

理
（
日

常
修

繕
を

含
む

）
、

運
営

業
務

に
必

要
な

経
費

全
額

を
事

業
者

が
調

達
し

、
実

施
。

・
事

業
場

所
：
大

学
敷

地
内

（大
岡

団
地

）
・
事

業
開

始
：
平

成
22

年
8月

か
ら

受
入

れ
・
対

象
施

設
：
学

生
用

居
室

（2
52

戸
）、

研
究

者
・
職

員
用

居
室

（
59

戸
）
、

洗
濯

・
シ

ャ
ワ

ー
室

、
多

目
的

ス
ペ

ー
ス

、
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
・
料

金
：
学

生
用

居
室

：
41

,0
00

円
（
賃

料
、

管
理

費
、

水
道

代
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
代

を
含

む
。

電
気

代
は

別
）

・
事

業
方

式
：
Ｐ

Ｐ
Ｐ

・
事

業
範

囲
：
設

計
、

建
設

、
工

事
管

理
、

維
持

管
理

、
運

営

横
浜

国
立

大
学

○
ハ

ウ
ス

シ
ェ

ア
型

混
住

寮
「
先

魁
（
さ

き
が

け
）
」

日
常

生
活

の
中

で
の

交
流

を
通

じ
た

学
生

の
国

際
化

を
目

指
し

て
建

て
ら

れ
た

ハ
ウ

ス
シ

ェ
ア

型
の

混
住

寮
。

・
事

業
場

所
：
大

学
敷

地
内

・
事

業
開

始
：
平

成
24

年
か

ら
受

入
れ

・
事

業
方

式
：
Ｂ

Ｔ
Ｏ

方
式

（
民

間
事

業
者

が
自

己
資

金
で

施
設

を
建

設
し

、
そ

の
後

、
公

共
側

へ
所

有
権

を
移

転
し

、
管

理
運

営
業

務
か

ら
資

金
回

収
す

る
方

式
）

・
対

象
施

設
：
定

員
10

4人
（

1ユ
ニ

ッ
ト

8人
居

住
×

13
ユ

ニ
ッ

ト
）
。

公
平

性
を

担
保

す
る

た
め

、
原

則
1年

間
の

居
住

と
し

て
い

る
。

・
業

務
範

囲
：
設

計
、

建
設

、
工

事
監

理
、

維
持

管
理

、
運

営
・
入

居
者

選
定

：
日

本
人

：
提

出
さ

れ
た

書
類

及
び

面
接

に
よ

り
選

定
、

留
学

生
：
短

期
留

学
生

を
優

先
的

に
選

定
・
入

居
者

の
状

況
：
日

本
人

25
人

：留
学

生
48

人
（
平

成
29

年
7月

1日
現

在
）

・
料

金
：

26
,1

58
円

（
家

具
等

の
レ

ン
タ

ル
料

込
み

、
光

熱
水

料
は

別
）

・
そ

の
他

：
入

居
す

る
日

本
人

学
生

が
レ

ジ
デ

ン
ト

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
（

RA
）
と

し
て

、
生

活
上

の
ル

ー
ル

等
を

指
導

。

筑
波

大
学

金
沢

大
学

3



宿
舎
確
保
の
方
策
（
自
治
体
、
企
業
等
と
の
連
携
）

公
益

財
団

法
人

留
学

生
支

援
企

業
協

力
推

進
協

会

日
本

企
業

に
呼

び
か

け
、

留
学

生
に

対
す

る
支

援
活

動
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
留

学
生

を
企

業
の

社
員

寮
に

社
員

と
同

一
条

件
で

受
入

れ
て

も
ら

う
「
社

員
寮

へ
の

留
学

生
受

入
れ

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

推
進

。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
企

業
、

大
学

、
そ

し
て

当
協

会
と

の
三

者
の

協
力

の
上

に
成

り
立

っ
て

お
り

、
多

く
の

留
学

生
が

社
員

寮
で

充
実

し
た

留
学

生
活

を
送

っ
て

い
る

。

29
5

55
3

61
3

71
9

81
4

82
2

80
3

73
2

67
6

59
2

53
6

47
9

39
4

31
4

27
1

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

元年

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

留
学
生
受
入
居
室
数

人

○
佐

賀
で

学
ぶ

外
国

人
留

学
生

が
心

置
き

な
く
学

業
に

専
念

で
き

る
よ

う
、

ま
た

佐
賀

で
の

生
活

が
充

実
し

た
も

の
と

な
る

よ
う

、
良

質
で

低
廉

な
宿

舎
の

提
供

を
目

的
と

し
て

、
大

学
関

係
者

と
市

民
が

協
力

し
、

20
03

年
10

月
に

特
定

非
営

利
活

動
法

人
（

NP
O）

「
国

際
下

宿
屋

」
を

ス
タ

ー
ト

さ
せ

た
。

今
で

は
帰

国
し

た
留

学
生

の
口

コ
ミ

で
後

輩
達

が
「
国

際
下

宿
屋

」
を

利
用

す
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
さ

ら
に

上
記

に
加

え
、

佐
賀

県
と

支
援

者
（
企

業
・
団

体
や

法
人

・
個

人
）
が

協
同

し
て

私
費

留
学

生
を

経
済

的
に

支
援

す
る

事
業

の
参

加
に

も
大

学
が

協
力

し
て

お
り

、
国

際
下

宿
屋

で
は

、
こ

の
事

業
を

通
じ

て
、

私
費

留
学

生
に

支
援

者
と

の
草

の
根

文
化

交
流

を
通

し
て

佐
賀

へ
の

理
解

を
深

め
、

佐
賀

に
住

ん
で

よ
か

っ
た

と
、

感
じ

て
も

ら
い

、
ま

た
、

佐
賀

で
の

就
職

の
き

っ
か

け
作

り
に

役
立

て
よ

う
と

力
を

入
れ

て
い

る
。

【
概

要
】

事
業

主
体

：
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

国
際

下
宿

屋

事
業

内
容

：
佐

賀
市

内
や

近
郊

の
ア

パ
ー

ト
を

一
括

し
て

借
り

上
げ

、
留

学
生

に
貸

し
出

し
。

部
屋

代
：
月

１
万

円
～

ア
パ

ー
ト

数
：
４

棟
参

考
：
「

NP
O法

人
国

際
下

宿
屋

」
ht

tp
://

ge
sh

uk
uy

a.
co

m
/

○
地

域
の

国
際

化
に

関
す

る
連

携
協

定

○
九

州
大

学
指

定
寮

不
動

産
業

者
と

覚
書

を
交

わ
し

、
物

件
に

よ
っ

て
は

宿
舎

費
を

安
く
し

て
も

ら
っ

た
り

、
保

証
人

な
し

で
入

居
さ

せ
て

も
ら

う
制

度
。

現
在

、
複

数
の

業
者

と
同

様
の

覚
書

を
交

わ
し

て
い

る
。

○
福

岡
地

域
留

学
生

交
流

推
進

協
議

会
の

留
学

生
住

宅
保

証
制

度

福
岡

県
の

「
福

岡
地

域
留

学
生

交
流

推
進

協
議

会
」
で

は
「
留

学
生

住
宅

保
証

制
度

委
員

会
」
を

設
置

、
住

宅
問

題
等

に
つ

い
て

協
議

・
意

見
交

換
を

行
っ

て
い

る
。

こ
の

制
度

は
、

地
域

の
不

動
産

協
会

と
連

携
し

、
留

学
生

が
住

居
を

借
り

る
際

に
、

一
定

の
条

件
で

、
当

該
学

生
の

在
籍

し
て

い
る

大
学

が
機

関
保

証
す

る
し

く
み

。

伊
都

キ
ャ

ン
パ

ス
へ

の
移

転
に

関
連

し
て

、
地

域
と

の
連

携
に

よ
り

外
国

人
留

学
生

や
研

究
者

を
も

対
象

と
し

た
住

居
・
宿

泊
施

設
の

整
備

が
計

画
さ

れ
て

い
る

。
糸

島
市

、
地

元
金

融
機

関
、

不
動

産
業

者
お

よ
び

九
州

大
学

の
5
者

は
連

携
協

定
を

結
び

、
交

通
網

や
商

業
施

設
も

視
野

に
入

れ
た

「
国

際
村

」
と

し
て

新
た

な
街

づ
く
り

を
目

指
し

て
い

る
。

九
州

大
学

佐
賀

大
学

（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

国
際

下
宿

屋
）

4



地
方
自
治
体
と
連
携
し
た
留
学
生
宿
舎
の
確
保

【
ね

ら
い

】

団
地

に
と

っ
て

は
，

自
治

会
活

動
へ

の
学

生
参

加
に

よ
り

，
地

域
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

の
活

性
化

に
資

す
る

も
の

と
な

り
，

大
学

に
と

っ
て

は
，

学
生

に
対

し
実

践

的
な

社
会

経
験

を
積

む
場

と
っ

て
は

，
学

生
に

対
し

実
践

的
な

社
会

経
験

を
積

む
場

を
提

供
す

る
こ

と
等

が
で

き
る

。

【
概

要
】

平
成

２
７

年
４

月
か

ら
，

京
都

橘
大

学
が

醍
醐

中
山

団
地

１
１

棟
の

親
子

ペ
ア

住
戸

の
空

き
室

を
活

用
し

，
学

生
（
留

学
生

を
含

む
。

）
が

ル
ー

ム
シ

ェ
ア

形
式

で
居

住
す

る
こ

と
に

よ
り

，
住

民
と

し
て

団
地

の
活

動
に

参
加

す
る

と
と

も
に

，
大

学
が

，
団

地
内

に
地

域
と

連
携

す
る

拠
点

と
な

る
「
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
」
の

分

室
を

設
置

・
運

営
し

，
子

育
て

世
帯

や
高

齢
者

の
支

援
等

を
行

う
こ

と
で

，
団

地

の
活

性
化

を
目

指
す

。
本

事
業

の
た

め
に

３
部

屋
を

用
意

し
、

そ
れ

ぞ
れ

に
日

本
人

１
名

、
留

学
生

２
名

が
居

住
す

る
。

開
所

時
に

台
湾

か
ら

の
留

学
生

６
名

（
男

性
２

，
女

性
４

）
，

日
本

人
学

生
３

名

（
男

性
１

，
女

性
２

）
計

９
名

が
入

居
し

た
。

【
主

な
取

組
】

○
第

１
回

た
ち

ば
な

健
康

相
談

in
 醍

醐
中

山
団

地
血

圧
測

定
，

骨
密

度
測

定
，

血
管

年
齢

測
定

等
を

実
施

。

（
参

加
者

）
京

都
橘

大
学

教
員

9名
，

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

11
名

（
入

居
学

生

含
む

）
，

そ
の

他
41

名

○
醍

醐
中

山
団

地
「
敬

老
会

」
事

業
に

京
都

橘
大

学
の

学
生

が
企

画
か

ら
参

加

し
，

集
会

所
で

認
知

症
予

防
の

健
康

体
操

や
振

込
め

詐
欺

防
止

啓
発

の
演

劇
を

実
施

す
る

な
ど

事
業

協
力

。

（
参

加
者

）
京

都
橘

大
学

教
職

員
5名

，
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
約

20
名

（
入

居
学

生

含
む

）
，

そ
の

他
53

名

他

京
都

市
・
京

都
橘

大
学

【
ね

ら
い

】

空
き

家
の

増
加

が
問

題
と

な
っ

て
い

る
地

域
の

ニ
ー

ズ
と

、
留

学
生

が
増

加
し

自
前

の
施

設
が

不
足

し
て

い
る

山
形

大
学

農
学

部
の

ニ
ー

ズ
の

解

消
、

そ
し

て
、

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

に
す

る
こ

と
で

留
学

生
１

人
当

た
り

の
家

賃
の

軽
減

が
期

待
で

き
る

。

【
概

要
】

鶴
岡

市
と

、
空

き
家

の
有

効
活

用
を

進
め

る
市

内
の

NP
O法

人
「
つ

る
お

か
ラ

ン
ド

・
バ

ン
ク

」
が

実
施

し
た

空
き

家
相

談
会

に
お

い
て

、
平

成
２

６
年

６

月
相

談
を

受
け

た
物

件
が

、
留

学
生

が
増

加
し

自
前

の
施

設
が

不
足

し
て

い
る

山
形

大
学

農
学

部
の

ニ
ー

ズ
と

マ
ッ

チ
ン

グ
。

山
形

大
が

交
流

協
定

を
結

ん
で

い
る

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

の
学

生
１

８
名

（
平

成
２

６
年

度
：
女

性
４

名
、

平
成

２
７

年
度

：
女

性
８

名
、

平
成

２
８

年
度

：
女

性
６

名
）
が

居
住

。

【
学

生
と

大
家

さ
ん

等
の

声
】

（
大

家
さ

ん
の

声
）

解
体

も
考

え
て

い
た

が
、

市
や

ラ
ン

ド
・
バ

ン
ク

か
ら

物
件

を
見

て
も

ら
っ

た
と

こ
ろ

、
再

利
用

で
き

る
と

言
わ

れ
、

使
っ

て
も

ら
う

こ
と

に
し

た
。

高
い

志

を
持

っ
て

鶴
岡

に
留

学
し

て
き

た
学

生
た

ち
に

活
用

し
て

も
ら

え
る

こ
と

に
な

り
、

と
て

も
良

か
っ

た
。

（
つ

る
お

か
ラ

ン
ド

・
バ

ン
ク

（
NP

O法
人

）
担

当
者

の
声

）

農
学

部
や

高
専

の
学

生
の

希
望

が
ど

の
程

度
あ

る
か

分
か

ら
な

い
が

、
1

人
当

た
り

の
家

賃
を

低
く
抑

え
ら

れ
る

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

の
需

要
は

少
な

く
な

い
の

で
は

。
今

回
の

物
件

を
第

一
歩

に
、

平
成

２
８

年
度

に
は

、
高

専
（
女

性
向

け
）
の

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

も
整

備
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
市

街
地

の
空

き
家

の
有

効
活

用
に

向
け

た
取

り
組

み
を

拡
大

し
て

い
き

た
い

。

鶴
岡

市
・
山

形
大

学
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宿
舎
確
保
の
方
策
（
文
部
科
学
省
等
で
の
実
施
事
業
）

日
本

学
生

支
援

機
構

（
JA

SS
O）

借
り

上
げ

宿
舎

支
援

事
業

○
留

学
生

が
我

が
国

に
お

い
て

安
心

し
て

充
実

し
た

留
学

生
活

を
送

る
た

め
、

大
学

等
が

特
に

住
居

の
確

保
が

困
難

な
留

学
生

を
入

居
さ

せ
る

こ
と

を
目

的

と
し

て
民

間
宿

舎
を

借
り

上
げ

た
場

合
に

必
要

と
な

る
経

費
等

を
支

援
金

と
し

て
大

学
に

援
助

。

住
環

境
・
就

職
支

援
等

留
学

生
の

受
入

れ
環

境
充

実
事

業

○
大

学
等

に
お

け
る

、
外

国
人

留
学

生
に

対
す

る
住

環
境

支
援

等
の

生
活

支
援

、
日

本
人

学
生

と
の

交
流

支
援

、
日

本
国

内
で

の
就

職
支

援
等

の
優

れ
た

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
日

本
留

学
の

魅
力

を
高

め
、

優
秀

な
外

国
人

留
学

生
の

日
本

留
学

を
増

加
さ

せ
る

。
事

業
成

果
や

取
組

内
容

に
つ

い
て

、
事

業

実
施

大
学

以
外

の
大

学
等

と
共

有
し

、
優

れ
た

取
組

を
全

国
に

広
め

る
。

日
本

学
生

支
援

機
構

（
JA

SS
O）

国
際

交
流

会
館

○
東

京
国

際
交

流
館

（
80

0戸
）
、

兵
庫

留
学

生
会

館
（

20
0戸

）
、

札
幌

国
際

交
流

館
、

石
川

国
際

交
流

館
で

の
留

学
生

の
受

入
れ

。
か

つ
て

は
全

国
に

14
か

所
存

在
し

た
が

、
拠

点
化

を
図

り
、

現
在

は
4館

と
な

っ
て

い
る

。
将

来
的

に
は

、
東

京
と

兵
庫

の
み

に
集

約
化

す
る

予
定

。

日
本

国
際

教
育

支
援

協
会

（
JE

ES
）
留

学
生

住
宅

総
合

保
障

○
留

学
生

が
借

用
戸

室
の

失
火

等
で

家
主

等
に

対
し

て
法

律
上

の
損

害
賠

償
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

合
、

ま
た

、
家

賃
の

未
払

い
等

に
よ

り
連

帯
保

証

人
が

家
主

か
ら

保
証

債
務

の
履

行
請

求
を

受
け

て
支

払
っ

た
場

合
に

補
償

を
行

う
。

現
在

実
施

中
の

事
業

公
益

財
団

法
人

留
学

生
支

援
企

業
協

力
推

進
協

会
補

助
（
平

成
2
2
年

度
ま

で
）

○
日

本
企

業
に

呼
び

か
け

、
留

学
生

に
対

す
る

支
援

活
動

の
ひ

と
つ

と
し

て
、

留
学

生
を

企
業

の
社

員
寮

に
社

員
と

同
一

条
件

で
受

入
れ

て
も

ら
う

「
社

員
寮

へ
の

留
学

生
受

入
れ

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

推
進

す
る

留
学

生
支

援
企

業
協

力
推

進
協

会
に

対
し

、
当

該
事

業
の

実
施

経
費

を
支

援
。

留
学

生
宿

舎
建

設
奨

励
事

業
（
平

成
2
2
年

度
ま

で
）

○
地

方
公

共
団

体
等

が
行

う
留

学
生

宿
舎

の
建

設
・
改

修
・
取

得
に

対
し

、
㈶

日
本

国
際

教
育

協
会

（
現

JA
SS

O
）
が

建
設

等
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
低

廉
な

家
賃

で
良

質
な

宿
舎

の
建

設
等

を
奨

励
。

㈶
内

外
学

生
セ

ン
タ

ー
指

定
宿

舎
事

業
（
平

成
2
2
年

度
ま

で
）

○
良

質
な

民
間

宿
舎

・
ア

パ
ー

ト
を

留
学

生
専

用
宿

舎
と

し
て

指
定

し
、

貸
主

に
協

力
金

（
指

定
宿

舎
指

定
契

約
金

）
を

交
付

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
方

公
共

団

体
等

が
行

う
留

学
生

宿
舎

の
建

設
・
改

修
・
取

得
に

対
し

、
㈶

日
本

国
際

教
育

協
会

（
現

JA
SS

O
）
が

建
設

等
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
低

廉
な

家
賃

で
良

質
な

宿
舎

の
建

設
等

を
奨

励
。

※
上

記
の

他
、

国
立

大
学

の
留

学
生

宿
舎

建
設

の
支

援
や

私
立

大
学

へ
の

支
援

制
度

が
あ

っ
た

。

過
去

に
実

施
し

て
き

た
事

業
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宿
舎
確
保
の
方
策
（
各
大
学
の
取
組
）
①

慶
應

義
塾

大
学

の
取

組
（
日

吉
国

際
学

生
寮

）

さ
ま

ざ
ま

な
「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
を

創
出

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
を

育
む

国
際

寮
へ

慶
應

義
塾

大
学

国
際

学
生

寮
は

、
国

内
外

の
学

生
を

受
け

入
れ

、
学

生
寮

と
し

て
の

機
能

と
国

際
交

流
の

場
と

し
て

の
機

能
を

併
せ

持
つ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
ト

ッ
プ

リ
ー

ダ
ー

を
育

む
学

生
寮

で
す

。
多

様
な

ソ
フ

ト
面

に
対

応
し

、
国

際
学

生
寮

に
ふ

さ
わ

し
い

施
設

環
境

・
空

間
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。
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宿
舎
確
保
の
方
策
（
各
大
学
の
取
組
）
②

○
学
生
寮

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
学
部
・
大
学
院
合
わ
せ
1
0
の
学
生
寮
に
約
9
0
0
名
が
居
住
。

全
て
の
学
生
寮
で
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
混
住

特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ウ
ス
（

2
0
0
1
年

開
寮
、
定
員
：
6
8
名
）
は
約
半
数
が
外
国
籍

○
短
期
留
学
生
寮

ダ
イ
ア
ロ
グ
ハ
ウ
ス
（

2
0
1
0
年
開
寮

、
定
員
：
4
2
名
）
に
て
１
年
未
満
の
留
学
生
を
受
入
れ

春
学
期
（

4
月
～
6
月
）
、
秋
学
期
（
9
月
～
1
1
月
）
は
ほ
ぼ
満
員
の
状
態

○
学
外
宿
舎
の
紹
介

学
外
住
居
を
希
望
す
る
学
生
や
入
寮
選
考
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
学
生

→
 
株
式
会
社

I
C
U
サ
ー
ビ
ス
（
本

学
1
0
0
％
出
資
）
に
て
住
居
の
斡
旋

→
 
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

イ
ン

ジ
ャ
パ

ン
（
株
式
会
社
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
）
と
連
携
し
て
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
紹
介

【
学

生
寮
の
特
徴
①

】
対

話
の

文
化

○
既
存
の
寮
に
暮
ら
す
寮
生
、
寮
生
活
の
経
験
を
持
つ
同
窓
生
（
卒
寮
生
）
が
建
設
計
画
に
参
画

。
寮
生
を
交
え
た
委
員
会
を
約
4
0
回
開
催
。
教
育
寮

誕
生
後
6
0
年
の
蓄
積
を
礎
と
し
な
が
ら

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
意
見
を
吸
い
上
げ
、
樅
寮
と
楓
寮
の
青
写
真
を
描
い
た
。

○
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も

対
話
を
重
ん
じ
る

教
育
理
念
を
反
映
。

居
室
の
み
で
生
活
を
完
結
さ
せ
な
い

自
然
と
対
話
が
生
ま
れ
る
居
住
フ
ロ
ア

【
学
生
寮
の
特
徴
②

】
寮
生
主
体
の
運

営
○
寮
の
ル
ー
ル
は
、
大
学
が
一
方
的
に
決
め
な
い

寮
生
間
の
十
分
な
議
論
を
も
と
に
、

大
学
と
協
議
し
決
定

【
学
生
寮
の
特
徴
③

】
開
か
れ
た
学
生

寮
○
主
に
同
窓
生
か
ら
の
新
学
生
寮
支
援
募
金
に
対
す
る
ご
寄
付
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
資
金

に
充
当
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

○
１
階
共
有
フ
ロ
ア
に
は
、
寮
生
だ
け
で
な
く
通
学
生
や
教
職
員
、
時
に
は
同
窓
生
も
招
い
て

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

国
際

基
督

教
大

学
の

取
組

【
樅
寮
と
楓
寮
】
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大
学
の
国
際
化
に
向
け
た
方
策
（
各
大
学
の
取
組
）

L-
ca

fé
１

．
英

語
の

レッ
ス

ン
登

録
制

の
「英

会
話

」レ
ッス

ンや
「T

O
EF

L」
「T

O
EI

C」
「I

EL
TS

」
勉

強
会

を毎
週

開
催

２
．

英
語

教
員

に
よる

レッ
ス

ン
「留

学
準

備
英

会
話

」「
英

語
で

音
楽

を語
ろ

う」
「英

作
文

クリ
ニ

ック
」

「リ
ー

デ
ィン

グ
クラ

ブ
」な

ど教
員

に
よる

指
導

３
．

留
学

生
に

よる
フリ

ー
レッ

ス
ン

い
つ

で
も

好
きな

時
間

に
来

て
留

学
生

と英
会

話
を練

習
フラ

ンス
語

、韓
国

語
、中

国
語

の
練

習
も

あ
る

４
．

イベ
ント

日
本

や
海

外
の

イベ
ント

を
留

学
生

と一
緒

に
体

験

初
修

外
国

語
：

ドイ
ツ語

カフ
ェ・

韓
国

語
カフ

ェ・
中

国
語

カフ
ェ・

フラ
ンス

語
カフ

ェ・
 に

ほ
ん

ご
カフ

ェも
あ

りま
す

5.
課

外
活

動
留

学
生

と一
緒

に
、地

域
で

ボ
ラン

テ
ィア

活
動

をし
た

り、
イベ

ント
に

参
加

した
り、

楽
しい

時
間

を共
有

６
．

留
学

相
談

先
輩

学
生

や
留

学
生

か
ら直

接
話

を聞
い

た
り、

教
員

に
相

談
した

り、
留

学
に

関
す

る
情

報
収

集

7.
異

文
化

交
流

外
部

講
師

を招
待

した
り、

海
外

の
大

学
生

や
ゲ

ス
トと

の
交

流

岡
山

大
学

の
取

組
（
L
-
c
a
fé

 :
 キ

ャ
ン

パ
ス

の
中

の
グ

ロ
ー

バ
ル

環
境

）

9



地
域
社
会
と
の
交
流
（
各
大
学
の
取
組
）

岡
山

大
学

の
取

組
（
短

期
集

中
講

座
）

【
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
の

企
画

・
運

営
と

実
施
】

＜
授

業
概

要
＞

2
0
1
7
年

度
2
学

期
集

中
教

養
教

育
科

目
（
実

践
知

・
感

性
（
実

践
知

）
)：

1
単

位
（
事

前
授

業
）

藤
本

講
師

に
よ

る
講

義
、

留
意

事
項

説
明

日
本

人
学

生
に

よ
る

留
学

生
向

け
の

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

（
１

泊
２

日
）

学
生

企
画

に
基

づ
く
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
（
有

機
農

業
や

家
業

の
う

ど
ん

屋
の

手
伝

い
と

い
っ

た
各

家
庭

で
の

体
験

を
通

じ
て

、
日

本
の

風
習

や
文

化
、

地
域

の
課

題
に

つ
い

て
学

ぶ
）

（
振

り
返

り
）

藤
本

講
師

、
岩

淵
助

教
に

よ
る

講
義

「
ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

」
学

生
に

よ
る

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

の
感

想
発

表
と

意
見

交
換

矢
掛

町
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

つ
い

て
の

提
案

づ
く
り

、
意

見
交

換
：
ホ

ス
ト

フ
ァ

ミ
リ

ー
、

留
学

生
双

方
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

異
文
化

異
社
会

異
分
野

準
備

学
習

現
場

実
践

振
り

返
り

グ
ロ

ー
バ

ル
実

践
型

教
育

短
期

集
中

講
座

と
し

て
単

位
化

し
た

活
動

（
20

17
年

度
前

期
）

担
当

：
国

際
教

育
オ

フ
ィ

ス
（
L-

ca
fé

)・
地

域
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー

【
留

学
生

が
学

ぶ
日

本
の

伝
統

文
化

】
＜

授
業

概
要

＞
2
0
1
7
年

度
1
学

期
集

中
教

養
教

育
科

目
（
実

践
知

・
感

性
（
実

践
知

）
)：

1
単

位
（
事

前
授

業
）

片
岡

助
教

に
よ

る
講

義
「
ラ

ド
ン

の
効

能
」
、

藤
本

講
師

に
よ

る
講

義
「
御

幸
行

列
」

（
１

日
目

）
三

朝
温

泉
病

院
に

て
温

泉
治

療
施

設
見

学
、

鉱
泥

湿
布

体
験

（
２

日
目

）
A

.M
.：

藤
本

講
師

、
三

村
教

授
に

よ
る

講
義

「
世

界
遺

産
と

ま
ち

づ
く
り

概
論

」
惑

星
物

質
研

究
所

、
日

本
遺

産
南

苑
寺

、
造

り
酒

屋
で

の
視

察
と

講
話

P
.M

.：
三

徳
山

御
幸

行
列

参
加

（
2
1
：
0
0
終

了
）

（
３

日
目

）
三

徳
山

三
仏

寺
山

本
法

嗣
に

よ
る

講
義

「
三

朝
温

泉
と

三
徳

山
三

仏
寺

の
歴

史
、

修
験

道
に

つ
い

て
」

三
朝

町
教

育
委

員
会

藤
井

主
幹

に
よ

る
講

義
「
日

本
遺

産
認

定
の

経
緯

」
（
振

り
返

り
）

御
幸

行
列

維
持

に
お

け
る

課
題

点
、

外
国

人
か

ら
見

た
三

朝
町

の
魅

力
の

ま
と

め
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事
業

主
体

地
方

公
共

団
体

民
間

（
例

）
※

４
※

５

負
担

割
合

（
が

補
助

対
象

限
度

額
）

空
き

家
再

生
等

推
進

事
業

【
活

用
事

業
タ

イ
プ

】
（
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

基
幹

事
業

）

地
方

公
共

団
体

国
費

1/
2

1/
2

民
間

地
方

公
共

団
体

国
費

1/
3

1/
3

1/
3

空
き

家
住

宅
・
空

き
建

築
物

の
改

修
等

に
要

す
る

費
用

空
き

家
住

宅
等

を
体

験
宿

泊
施

設
、

交
流

施
設

、
体

験
学

習
施

設
、

創
作

活
動

施
設

、
文

化
施

設
等

の
用

に
供

す
る

た
め

行
う

住
宅

等
の

取
得

¥（
用

地
費

を
除

く
。

）
、

移
転

、
増

築
、

改
築

等

空
き

家
住

宅
・
空

き
建

築
物

の
所

有
者

の
特

定
に

要
す

る
経

費

空
き

家
住

宅
等

の
所

有
者

の
特

定
の

た
め

の
交

通
費

、
証

明
書

発
行

閲
覧

費
、

通
信

費
、

委
託

費
等

対
象

地
域

空
き

家
住

宅
等

の
集

積
が

居
住

環
境

を
阻

害
し

、
又

は
地

域
活

性
化

を
阻

害
し

て
い

る
一

因
と

な
っ

て
い

る
産

炭
等

地
域

又
は

過
疎

地
域

本
事

業
を

実
施

し
よ

う
と

す
る

際
に

使
用

さ
れ

て
お

ら
ず

、
か

つ
、

今
後

も
従

来
の

用
途

に
供

さ
れ

る
見

込
み

の
な

い
空

き
家

住
宅

又
は

空
き

建
築

物

※
 民

間
企

業
等

又
は

個
人

に
補

助
す

る
場

合
は

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
維

持
・
再

生
の

用
途

に
1
0
年

以
上

活
用

さ
れ

る
も

の
に

限
る

※
４

要
す

る
費

用
に

2
/
3
を

乗
じ

た
額

と
地

方
公

共
団

体
が

交
付

す
る

補
助

金
の

額
の

う
ち

い
ず

れ
か

少
な

い
額

※
５

国
費

は
、

地
方

公
共

団
体

補
助

の
1
/
2

【
広

島
県

庄
原

市
】

長
屋
住
宅
を
交
流
・
展
示
施
設
と
し
て
活
用

【
奈

良
県

五
條

市
】

町
家
を
滞
在
体
験
施
設
と
し
て
活
用

空
き

家
住

宅
及

び
空

き
建

築
物

を
、

居
住

環
境

の
整

備
改

善
及

び
地

域
の

活
性

化
に

資
す

る
体

験
宿

泊
施

設
、

交
流

施
設

、
体

験
学

習
施

設
、

創
作

活
動

施
設

、
文

化
施

設
等

の
用

途
に

供
す

る
た

め
、

当
該

住
宅

等
の

取
得

（
用

地
費

を
除

く
。

）
、

移
転

、
増

築
、

改
築

等
を

行
う

補
助

対
象

経
費

対
象

施
設

事
業

内
容

老
朽

化
の

著
し

い
住

宅
が

存
在

す
る

地
区

に
お

い
て

、
居

住
環

境
の

整
備

改
善

を
図

る
た

め
、

空
き

家
住

宅
又

は
空

き
建

築
物

の
活

用
を

行
う

。

空
き

家
住

宅
等

の
集

積
が

居
住

環
境

を
阻

害
し

、
又

は
地

域
活

性
化

を
阻

害
し

て
い

る
た

め
、

空
き

家
住

宅
等

の
計

画
的

な
活

用
を

推
進

す
べ

き
区

域
と

し
て

地
域

住
宅

計
画

※
１
又

は
都

市
再

生
整

備
計

画
※

２
に

定
め

ら
れ

た
区

域
（
居

住
誘

導
区

域
※

3
を

定
め

た
場

合
は

そ
の

区
域

内
に

限
る

。
）

※
１

地
域

に
お

け
る

多
様

な
需

要
に

応
じ

た
公

的
賃

貸
住

宅
等

の
整

備
等

に
関

す
る

特
別

措
置

法
に

規
定

す
る

地
域

住
宅

計
画

※
２

都
市

再
生

特
別

措
置

法
に

規
定

す
る

都
市

再
生

整
備

計
画

※
３

都
市

再
生

特
別

措
置

法
に

規
定

す
る

居
住

誘
導

区
域

国
交

省
作

成
資

料

12
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バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
（
日
英
二
言
語
教
育
）
の
実
践

立
命

館
ア

ジ
ア

太
平

洋
大

学
の

取
組

日
本

語
の

み
の

授
業

で
は

日
本

語
が

で
き

る
人

し
か

入
学

で
き

な
い

日
本

社
会

や
企

業
に

と
っ

て
、

日
本

語
や

日
本

文
化

を
理

解
で

き
る

国
際

学
生

（
留

学
生

）
が

必
要

「
ク

オ
ー

タ
ー

制
×

二
言

語
」
で

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
は

複
雑

化
二

言
語

で
教

え
ら

れ
る

教
員

の
確

保
は

困
難

、
教

員
の

持
ち

コ
マ

負
担

、
ｅ

ｔｃ
.

課
題

日
本

語
の

必
要

性
英

語
の

必
要

性

日
英

二
言

語
教

育

日
本

語
・
英

語
、

ど
ち

ら
か

で
入

学

同
じ

科
目

を
日

本
語

・
英

語
の

両
言

語
で

開
講

（
ク

ラ
ス

数
が

２
倍

）

入
学

基
準

言
語

と
反

対
の

言
語

を
学

び
卒

業
す

る
（
勉

強
す

る
仕

組
み

）

母
国

語
や

中
国

語
・
韓

国
語

・
タ

イ
語

な
ど

の
ア

ジ
ア

諸
言

語
を

含
め

、
三

言
語

、
四

言
語

を
使

え
る

学
生

も

日
本

人
・
国

際
学

生
（
留

学
生

）
、

と
も

に
日

本
語

と
英

語
を

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
日

英
二

言
語

教
育

を
実

施

13



日
英

二
言

語
教

育
-
教

職
員

組
織

・
運

営
-

大
学

の
性

格
に

合
っ

た
教

職
員

組
織

を
構

築

教
員

も
２

５
カ

国
・
地

域
か

ら
⇒

 考
え

方
は

さ
ま

ざ
ま

、
ま

と
め

る
の

は
容

易
で

は
な

い

教
授

会
の

権
限

を
限

定
例

）
教

員
人

事
は

大
学

評
議

会
の

も
と

、
人

事
委

員
会

で
実

施
⇒

 ス
ピ

ー
デ

ィ
ー

か
つ

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

な
大

学
運

営
が

可
能

に
⇒

 自
律

的
な

教
育

改
革

等
に

弱
さ

も

大
学

運
営

に
お

け
る

言
葉

の
壁

⇒
 会

議
通

訳
は

あ
る

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
は

限
界

も

大
学

運
営

を
支

え
る

職
員

集
団

の
力

量
⇒

4
2
％

が
T
O

E
IC

9
0
0
点

相
当

以
上

（
経

理
等

の
有

期
雇

用
除

）

⇒
海

外
経

験
や

大
学

院
修

了
等

、
多

様
な

背
景

を
持

つ
職

員

国
・
地

域
人

数

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
1
9

オ
ー

ス
ト
ラ

リ
ア

９

韓
国

７

中
国

７

イ
ラ

ン
５

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

５

カ
ナ

ダ
４

フ
ィ
リ

ピ
ン

４

イ
ギ

リ
ス

３

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

３

ド
イ

ツ
３

ベ
ト
ナ

ム
３

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

２

タ
イ

２

そ
の

他
1
0
カ

国
１

１

日
本

８
６

合
計

１
７

３

国
・
地

域
別

専
任

教
員

数

14



バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
（
日
英
二
言
語
教
育
）
の
実
践

■
世

界
各

地
か

ら
集

ま
っ

た
留

学
生

、
帰

国
生

と
日

本
国

内
の

高
校

出
身

者
が

一
緒

に
学

ぶ
学

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
特

徴
】

■
語

学
力

に
応

じ
た

日
英

両
方

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
用

意

■
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
な

日
本

語
・
英

語
教

育
の

充
実

→
英

語
の

み
に

よ
る

学
位

取
得

が
可

能
で

あ
る

と
同

時
に

、
一

定
レ

ベ
ル

の
日

本
語

力
を

つ
け

る
こ

と
で

、 既
存

学
部

で
の

専
門

的
な

学
び

（
マ

ッ
チ

ン
グ

）
も

可
能

■
入

学
前

教
育

を
準

備
→

理
系

の
基

礎
力

Ｕ
Ｐ

、
英

語
力

Ｕ
Ｐ

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
を

目
的

と
す

る

岡
山

大
学

の
取

組
（
グ

ロ
ー

バ
ル

デ
ィ
ス

カ
バ

リ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
）
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就
職
支
援
の
方
策
（
就
職
向
け
日
本
語
教
育
等
）
①

早
稲

田
大

学
に

お
け

る
全

て
の

日
本

語
教

育
を

一
元

的
に

担
う

学
内

機
関

「
日

本
語

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

」
に

お
い

て
日

本
企

業
へ

の
就

職
な

ど
実

用
的

な
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

る
日

本
語

教
育

を
実

施
。

【
就

職
関

連
科

目
】

「
働

く
」
こ

と
を

考
え

る
（
1
単

位
）

⇒
企

業
研

究
就

職
支

援
：
自

己
分

析
編

（
1
単

位
）

⇒
自

己
分

析
就

職
の

た
め

の
日

本
語

（
1
単

位
）

⇒
エ

ン
ト

リ
ー

シ
ー

ト
・
面

接
就

職
を

考
え

る
：
調

査
編

（
1
単

位
）

⇒
自

己
分

析
・
企

業
研

究

1
.日

本
企

業
・
就

職
事

情
（
後

期
2
単

位
）

外
国

人
留

学
生

を
対

象
と

し
た

キ
ャ

リ
ア

科
目

の
一

つ
と

し
て

、
就

職
活

動
の

当
事

者
に

な
る

前
に

、
日

本
に

お
け

る
「
新

卒
就

職
」
の

問
題

を
俯

瞰
し

て
捉

え
る

力
を

養
う

事
を

目
的

に
実

施
。

（
2
0
1
4
年

度
～

2
0
1
6
年

度
）

【
講

義
の

内
容

】
日

本
的

雇
用

慣
行

の
形

成
・
変

容
や

新
卒

就
職

問
題

企
業

採
用

担
当

に
よ

る
新

卒
採

用
と

外
国

人
採

用
の

実
態

と
課

題
日

本
で

働
く
外

国
人

従
業

員
(留

学
生

O
B

・
O

G
)か

ら
見

た
問

題
点

日
本

の
留

学
生

就
職

支
援

政
策

等

2
. 
日

本
人

と
の

対
話

プ
ロ

グ
ラ

ム
定

年
退

職
し

た
卒

業
生

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

、
企

業
で

使
わ

れ
る

日
本

語
を

留
学

生
に

1
対

1
で

教
え

る
。

国
際

教
育

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
日

本
語

教
育

と
は

別
に

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
の

一
環

と
し

て
提

供
。

（
2
0
1
3
年

度
～

2
0
1
6
年

度
）

（
A

）
2
0
0
7
年

か
ら

2
0
1
2
年

ま
で

実
施

し
て

い
た

ア
ジ

ア
人

財
資

金
構

想
の

ビ
ジ

ネ
ス

日
本

語
、

日
本

ビ
ジ

ネ
ス

の
6
つ

の
科

目
を

自
立

化
し

て
継

続
実

施
。

【
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

】
キ

ャ
リ

ア
ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ
A

（
春

学
期

・
秋

学
期

/
1
単

位
）

⇒
エ

ン
ト

リ
ー

シ
ー

ト
・
面

接
キ

ャ
リ

ア
ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ
B

（
春

学
期

・
秋

学
期

/
1
単

位
）

⇒
筆

記
試

験
言

語
試

験
対

策
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

口
頭

A
（
春

学
期

・
秋

学
期

/
 1

単
位

）
⇒

ビ
ジ

ネ
ス

で
必

要
と

さ
れ

る
構

文
レ

ベ
ル

の
日

本
語

力
（
聴

解
・
発

話
）

ビ
ジ

ネ
ス

日
本

語
口

頭
B

（
春

学
期

・
秋

学
期

/
 1

単
位

）
⇒

ビ
ジ

ネ
ス

で
必

要
と

さ
れ

る
談

話
レ

ベ
ル

の
日

本
語

力
（
聴

解
・
発

話
）

ビ
ジ

ネ
ス

日
本

語
（
文

書
）
（
春

学
期

・
秋

学
期

/
 1

単
位

）
⇒

日
本

で
の

ビ
ジ

ネ
ス

に
必

要
な

日
本

語
能

力
（
読

解
・
作

文
）

【
日

本
ビ

ジ
ネ

ス
教

育
】

日
本

の
文

化
・
社

会
C

（
秋

学
期

/
1
単

位
）
⇒

日
本

企
業

文
化

理
解

（
B

）
経

営
学

研
究

科
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
展

開
B

u
si

n
e
ss

 J
ap

an
e
se

 I
1
-
5
, 
B

u
si

n
e
ss

 J
ap

an
e
se

 A
1
-
5
（
秋

学
期

/
各

1
単

位
） ⇒

将
来

の
企

業
幹

部
養

成
を

目
指

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

日
本

語
（
聴

解
・
会

話
）

早
稲

田
大

学

一
橋

大
学

立
教

大
学
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就
職
支
援
の
方
策
（
就
職
向
け
日
本
語
教
育
等
）
②

2
0
0
6
年

よ
り

大
学

院
に

高
度

外
国

人
材

育
成

の
た

め
の

ビ
ジ

ネ
ス

日
本

語
コ

ー
ス

を
設

置
。

以
下

の
科

目
の

下
、

ア
ジ

ア
人

材
資

金
構

想
に

お
い

て
本

学
教

員
が

作
成

し
た

教
材

も
使

用
し

な
が

ら
コ

ー
ス

の
改

善
を

続
け

て
い

る
。

○
言

語
文

化
専

攻
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

コ
ー

ス
１

．
日

本
語

科
目

群
（
必

修
科

目
）

・
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

演
習

１
A

B
C

D
(会

話
、

口
頭

表
現

)(
各

1
単

位
計

4
単

位
)⇒

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

演
習

２
A

B
C

D
(読

解
) 

(各
1
単

位
計

4
単

位
)⇒

様
々

な
ビ

ジ
ネ

ス
文

書
、

世
界

社
会

に
関

す
る

文
書

を
読

み
解

く
・
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

演
習

３
A

B
C

D
(文

書
作

成
) 

(各
1
単

位
計

4
単

位
)⇒

報
告

書
、

企
画

書
、

ビ
ジ

ネ
ス

文
書

作
成

＋
エ

ン
ト

リ
ー

シ
ー

ト
・
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

演
習

４
A

B
C

D
(総

合
) 

(各
２

単
位

計
８

単
位

)⇒
P

B
L
(別

添
例

参
考

)、
適

宜
、

外
部

企
業

と
コ

ラ
ボ

・
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

情
報

処
理

A
B

(各
2
単

位
計

4
単

位
)

２
．

日
本

企
業

概
説

、
企

業
文

化
研

究
、

日
本

ビ
ジ

ネ
ス

特
別

講
義

(各
1
単

位
)⇒

企
業

文
化

、
企

業
分

析
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
と

ア
カ

ウ
ン

テ
ィ

ン
グ

の
基

礎
な

ど
、

３
．

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

(1
-
4
単

位
)

一
部

の
学

科
に

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

中
に

ビ
ジ

ネ
ス

日
本

語
教

育
を

導
入

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ー

ン
で

活
用

で
き

る
日

本
語

の
育

成
を

就
職

活
動

に
関

係
す

る
準

備
を

行
い

な
が

ら
実

施
。

○
グ

ロ
ー

バ
ル

学
部

日
本

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
科

１
．

教
養

教
育

シ
ス

テ
ム

「
武

蔵
野

B
A

S
IS

」
・
自

己
の

探
求

（
1
単

位
）

・
人

生
の

歩
き

方
を

考
え

る
（
1
単

位
）

⇒
自

己
分

析
・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
(1

-
4
単

位
)

２
．

基
礎

ゼ
ミ

→
プ

レ
ゼ

ミ
→

ゼ
ミ

（
必

修
基

礎
ゼ

ミ
1
単

位
、

プ
レ

ゼ
ミ

2
単

位
）

・
卒

業
後

の
キ

ャ
リ

ア
像

を
意

識
し

て
、

大
学

で
の

4
年

間
の

過
ご

し
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

・
1
年

次
は

学
外

企
業

と
の

コ
ラ

ボ
に

よ
る

P
B

L
、

2
年

次
は

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
企

画
実

施
で

総
合

力
を

身
に

つ
け

る
３

．
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

科
目

群
（
選

択
科

目
）

・
実

用
日

本
語

１
A

B
C

D
2
A

B
C

D
（
各

1
単

位
計

8
単

位
）

⇒
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
自

己
分

析
、

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

、
面

接
を

含
む

）
・
日

本
研

究
（
ビ

ジ
ネ

ス
）
A

B
C

D
（
各

2
単

位
計

8
単

位
）

⇒
企

業
研

究
な

ど
・
日

本
研

究
(経

済
・
経

営
)A

B
C

D
(各

2
単

位
計

８
単

位
）

武
蔵

野
大

学
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就
職
支
援
の
方
策
（
企
業
と
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
）

立
命

館
大

学

〇
合

同
企

業
説

明
会

を
留

学
生

も
対

象
に

開
催

学
内

で
実

施
す

る
合

同
企

業
説

明
会

に
お

い
て

外
国

人
留

学
生

に
配

慮
し

た
参

加
企

業
の

一
覧

表
を

作
成

。
各

企
業

の
「
留

学
生

積
極

採
用

」
、

「
応

募
可

否
」
、

「
採

用
実

績
」
の

3項
目

を
明

示
。

ま
た

、
英

語
で

の
会

社
説

明
会

も
20

社
程

度
実

施
（
会

社
説

明
会

リ
ス

ト
に

は
、

英
語

で
の

会
社

説
明

及
び

日
本

語
・
英

語
の

必
要

レ
ベ

ル
も

表
記

）

〇
外

国
人

留
学

生
就

職
相

談

窓
口

ス
タ

ッ
フ

に
外

国
人

ス
タ

ッ
フ

を
設

置
し

、
個

別
相

談
を

実
施

利
用

率
は

日
本

人
学

生
よ

り
高

い
。

（
英

語
・
中

国
語

で
も

対
応

）

早
稲

田
大

学

○
ア

ク
テ

ィ
ブ

ネ
ッ

ト
（

AN
)に

つ
い

て

留
学

生
人

材
を

探
す

団
体

・
企

業
・
個

人
の

方
々

と
（
活

用
者

と
よ

ぶ
）
県

内
の

留
学

生
と

を
つ

な
ぐ

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
シ

ス
テ

ム
。

２
４

時
間

３
６

５
日

稼
働

し
て

お
り

、
無

料
の

マ
ッ

チ
ン

グ
サ

イ
ト

で
あ

る
。

＜
留

学
生

登
録

＞

留
学

生
が

パ
ソ

コ
ン

か
ら

ア
ク

セ
ス

し
、

利
用

条
件

に
同

意
し

た
上

で
基

礎
情

報
を

入
力

し
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ネ

ッ
ト

利
用

申
請

を
行

う
。

そ
の

後
、

大
学

が
留

学
生

情
報

の
確

認
を

し
、

利
用

許
可

を
行

う
。

＜
活

用
者

登
録

＞

ご
利

用
に

な
り

た
い

方
が

パ
ソ

コ
ン

か
ら

ア
ク

セ
ス

し
、

利
用

条
件

に
同

意
し

た
上

で
基

礎
情

報
を

入
力

し
、

利
用

申
請

を
行

う
。

そ
の

後
、

事
務

局
が

情
報

や
利

用
意

図
等

を
確

認
し

、
利

用
許

可
を

行
う

。
＜

活
用

者
登

録
＞

活
用

者
は

、
具

体
的

な
募

集
情

報
を

入
力

す
る

（
日

時
、

場
所

、
条

件
、

待
遇

な
ど

）
。

そ
の

後
、

事
務

局
は

内
容

を
確

認
し

、
情

報
を

ア
ッ

プ
す

る
。

＜
応

募
＞

留
学

生
は

い
つ

で
も

ア
ク

テ
ィ

ブ
ネ

ッ
ト

に
ロ

グ
イ

ン
し

、
掲

示
さ

れ
て

い
る

募
集

情
報

に
ク

リ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

エ
ン

ト
リ

ー
で

き
る

。
＜

選
考

＞

活
用

者
は

シ
ス

テ
ム

内
で

確
認

で
き

る
応

募
者

一
覧

の
中

か
ら

個
別

に
面

接
の

連
絡

を
し

た
り

、
選

考
の

決
定

な
ど

を
伝

え
る

。
＜

誘
引

＞

募
集

情
報

を
掲

示
し

な
く
て

も
、

留
学

生
情

報
の

一
部

を
検

索
し

（
例

え
ば

国
籍

な
ど

）
、

個
別

に
活

動
へ

の
勧

誘
メ

ー
ル

を
出

せ
る

。
＜

決
定

と
個

人
情

報
＞

活
用

者
が

、
最

終
的

に
選

考
結

果
の

通
知

を
し

、
留

学
生

も
そ

れ
に

承
諾

の
返

信
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

留
学

生
の

詳
細

情
報

が
閲

覧
で

き
る

。

○
ア

ク
テ

ィ
ブ

ネ
ッ

ト
（

AN
）
の

現
在

の
利

用
状

況
（
平

成
２

７
年

度
実

績
）

登
録

留
学

生
1,

83
6人

登
録

活
用

者
数

52
2件

（
H2

7年
度

新
規

登
録

48
件

）
AN

を
介

し
て

留
学

生
が

活
動

に
参

加
し

た
件

数
延

べ
24

8件

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
お

お
い

た

〇
外

国
人

留
学

生
対

象
学

内
合

同
企

業
説

明
会

日
本

人
学

生
と

は
別

に
、

外
国

人
留

学
生

に
特

化
し

た
学

内
合

同
企

業
説

明
会

を
開

催

〇
外

国
人

留
学

生
対

象
オ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

リ
ク

ル
ー

テ
ィ

ン
グ

企
業

が
大

学
内

で
説

明
会

と
選

考
会

を
同

時
に

実
施

す
る

仕
組

み
を

構
築

。
企

業
の

採
用

日
程

に
合

わ
せ

て
開

催
が

可
能

で
申

込
み

か
ら

最
短

3週
間

で
開

催
可

能
。

〇
外

国
人

留
学

生
対

象
履

歴
書

取
り

ま
と

め

採
用

希
望

企
業

を
学

生
に

告
知

し
、

大
学

側
で

対
象

企
業

へ
の

希
望

者
の

履
歴

書
を

取
り

ま
と

め
て

企
業

側
に

提
出

す
る

仕
組

み
。

〇
外

国
人

留
学

生
対

象
オ

フ
ァ

ー
シ

ス
テ

ム

就
職

活
動

中
の

留
学

生
の

レ
ジ

ュ
メ

を
登

録
し

（
個

人
情

報
は

匿
名

化
）
企

業
側

に
直

接
売

り
込

む
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
学

生
の

セ
ー

ル
ス

ポ
イ

ン
ト

を
提

示
す

る
こ

と
で

精
度

の
高

い
マ

ッ
チ

ン
グ

を
行

う
。
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就
職
支
援
の
方
策
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
企
業
の
開
拓
）
①

○
概

要
学

部
生

・
大

学
院

生
を

対
象

に
卒

業
前

の
二

年
間

を
か

け
て

日
本

企
業

就
職

に
必

要
な

知
識

・
ス

キ
ル

を
学

ぶ
た

め
の

、
Ｂ

Ｊ
Ｔ

（
ビ

ジ
ネ

ス
日

本
語

検
定

テ
ス

ト
）
受

験
を

含
む

日
本

語
授

業
、

就
活

セ
ミ

ナ
ー

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

個
別

就
職

相
談

か
ら

成
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

。

○
受

入
れ

企
業

の
開

拓
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

室
に

配
置

さ
れ

た
4
名

の
留

学
生

就
職

相
談

員
が

学
生

の
専

門
や

就
職

志
望

に
沿

っ
て

、
県

内
企

業
を

中
心

に
構

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
協

力
企

業
（
1
5
5
社

）
の

他
、

個
別

に
企

業
へ

依
頼

を
行

う
。

就
職

相
談

員
は

県
内

企
業

を
対

象
に

訪
問

調
査

や
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
県

内
外

国
人

求
人

動
向

を
把

握
し

、
そ

れ
を

も
と

に
協

力
企

業
の

開
拓

を
行

っ
て

い
る

。

○
実

施
し

て
い

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
①

事
前

教
育

前
期

に
、

日
本

企
業

理
解

と
企

業
研

究
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
を

受
講

し
、

日
本

で
働

く
意

義
と

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
に

つ
い

て
考

え
る

。
企

業
人

に
よ

る
講

義
や

企
業

説
明

会
を

通
じ

て
、

志
望

を
固

め
て

い
く
。

ま
た

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
事

前
指

導
の

た
め

の
集

中
講

義
を

受
講

し
、

実
地

研
修

に
備

え
る

。
②

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

夏
休

み
（
8
～

9
月

）
に

、
5
日

～
2
週

間
程

度
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
す

る
。

研
修

中
は

相
談

員
が

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
訪

問
し

、
企

業
担

当
者

と
の

調
整

等
を

行
う

。
③

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

報
告

会
1
0
月

下
旬

に
、

学
内

関
係

者
、

指
導

教
員

、
受

入
企

業
、

留
学

生
交

流
関

係
団

体
、

一
般

企
業

等
を

招
き

、
報

告
会

を
開

催
す

る
。

愛
媛

大
学

（
～

平
成

2
2
年

度
ま

で
）

○
概

要
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
理

工
学

を
学

ぶ
学

生
（
大

学
院

修
士

課
程

）
に

、
短

期
と

長
期

の
２

度
に

わ
た

り
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
受

講
す

る
（
主

に
IT

系
企

業
）
。

○
受

入
れ

企
業

の
開

拓
先

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

参
加

し
て

い
る

企
業

に
加

え
、

産
学

連
携

の
専

門
教

育
で

外
部

講
師

と
し

て
招

聘
し

て
い

る
企

業
や

教
材

開
発

で
コ

ン
タ

ク
ト

し
た

企
業

に
も

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
る

。

○
実

施
し

て
い

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
①

短
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

入
学

間
も

な
い

学
生

を
対

象
に

、
1
週

間
程

度
の

就
業

体
験

を
行

う
②

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

正
規

科
目

と
し

て
単

位
認

定
。

事
前

・
事

後
に

各
4
コ

マ
の

座
学

研
修

を
受

講
す

る
と

と
も

に
、

夏
場

に
1
か

月
間

（
実

働
2
0
日

）
以

上
の

就
業

を
行

う
。

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

就
業

中
に

、
企

業
の

課
題

や
大

学
の

専
門

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

課
題

も
こ

な
す

。

会
津

大
学
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就
職
支
援
の
方
策
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
企
業
の
開
拓
）
②

○
概

要
広

島
大

学
短

期
交

換
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

(H
ir
o
sh

im
a 

U
n
iv

e
rs

it
y 

S
tu

d
y 

A
b
ro

ad
 P

ro
gr

am
, 
H

U
S
A

)で
1
年

間
（
2
学

期
）
受

け
入

れ
る

留
学

生
向

け
に

、
地

域
社

会
と

連
携

し
地

域
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

支
援

を
行

う
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
に

多
国

籍
留

学
生

が
従

事
す

る
「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
支

援
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
授

業
を

開
講

す
る

。
○

具
体

的
な

取
組

内
容

地
方

公
共

団
体

が
主

催
す

る
地

域
行

事
等

に
お

け
る

「
国

際
交

流
企

画
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
や

「
国

際
観

光
ガ

イ
ド

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
な

ど
の

国
際

的
体

験
学

習
を

実
施

し
て

い
る

。
担

当
教

員
の

助
言

・
指

導
の

も
と

、
留

学
生

が
主

体
と

な
っ

て
関

係
者

と
調

整
の

上
、

企
画

・
提

案
及

び
実

施
運

営
を

行
う

。
地

域
と

協
働

し
て

地
域

国
際

化
を

支
援

す
る

国
際

的
体

験
型

学
習

を
通

じ
、

多
国

籍
の

留
学

生
が

協
力

し
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
つ

つ
地

域
と

協
働

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
践

す
る

力
を

つ
け

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
企

画
及

び
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

留
学

生
イ

ン
タ

ー
ン

の
チ

ー
ム

で
明

確
な

達
成

目
標

を
設

定
し

、
地

域
と

協
働

す
る

う
え

で
の

課
題

に
つ

い
て

も
検

討
し

つ
つ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
現

に
向

け
、

地
域

の
関

係
者

（
市

役
所

及
び

地
域

団
体

）
に

働
き

か
け

て
い

く
。

企
画

内
容

の
決

定
に

あ
た

っ
て

は
、

市
議

会
・
市

役
所

及
び

地
域

団
体

よ
り

関
係

者
を

招
聘

し
て

地
域

公
開

国
際

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
留

学
生

に
よ

る
企

画
発

表
を

行
い

、
地

域
関

係
者

か
ら

の
助

言
を

得
て

実
行

可
能

性
を

検
討

し
決

定
し

て
い

る
。

地
域

か
ら

の
支

援
と

協
力

を
得

て
、

毎
年

有
意

義
な

企
画

を
実

行
し

て
お

り
、

国
際

交
流

行
事

で
は

小
さ

な
子

供
か

ら
大

人
ま

で
留

学
生

と
交

流
す

る
機

会
を

作
る

な
ど

、
地

域
社

会
か

ら
の

評
価

も
高

い
。

広
島

大
学
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立
命

館
ア

ジ
ア

太
平

洋
大

学
の

取
組

（
エ

ク
ス

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

）

Co
py

rig
ht

 ©
 2

01
5 

Ri
ts

um
ei

ka
n 

As
ia

 P
ac

ifi
c U

ni
ve

rs
ity

.  
Al

l R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

GC
EP

-企
業

の
国

内
従

業
員

等
を

対
象

に
、

英
語

能
力

を
鍛

え
、

異
文

化
理

解
・
適

応
・
交

渉
力

を
養

い
、

価
値

観
の

再
構

築
に

取
り

組
む

プ
ロ

グ
ラ

ム

JL
EP

-
海

外
の

現
地

従
業

員
を

対
象

に
、

日
本

語
能

力
を

鍛
え

、
日

本
文

化
・
日

本

の
ビ

ジ
ネ

ス
慣

習
理

解
を

促
す

プ
ロ

グ
ラ

ム

(G
lo

ba
l C

om
pe

te
nc

y 
En

ha
nc

em
en

t P
ro

gr
am

)

(Ja
pa

ne
se

 La
ng

ua
ge

 E
du

ca
tio

na
l P

ro
gr

am
)

Ａ
Ｐ

Ｕ
が

取
り

組
む

新
た

な
エ

ク
ス

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

(E
xt

er
ns

hi
p)

と
は

企
業
人
と
学
生
と
の
学
び
あ
い
の
実
践

21



Co
py

rig
ht

 ©
 2

01
5 

Ri
ts

um
ei

ka
n 

As
ia

 P
ac

ifi
c U

ni
ve

rs
ity

.  
Al

l R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

In
te

rn
ｓ
ｈ

ｉｐ
-

語
源

：
19

世
紀

、
医

学
研

修
生

、
会

社
な

ど
の

実
習

訓
練

生
【
新

英
和

大
辞

典
.研

究
社

】

現
在

：
学

生
が

一
定

期
間

教
育

機
関

を
離

れ
、

企
業

・
地

域
・
政

府
等

に
赴

き
実

務
経

験
を

通
じ

て
,

自
身

の
キ

ャ
リ

ア
意

識
を

涵
養

す
る

取
組

み

エ
ク

ス
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
(E

xt
er

ns
hi

p)
と

は

Ｅ
xｔ

ｅ
ｒｎ

ｓ
ｈ

ｉｐ
-

語
源

：
14

世
紀

、
女

子
カ

ル
メ

ル
会

の
よ

う
な

厳
格

な
禁

入
制

下
の

修
道

会
で

院
内

の
禁

域
外

に
居

住
し

て
外

部
と

の
交

渉
に

あ
た

る
修

道
女

【
新

英
和

大
辞

典
.研

究
社

】

現
在

：
①

企
業

の
研

究
者

が
一

定
期

間
研

究
機

関
を

離
れ

、
大

学
等

で
研

究
を

深
め

る
こ

と

②
企

業
の

従
事

員
等

が
一

定
期

間
所

属
を

離
れ

、
本

学
の

多
言

語
・
他

文
化

環
境

を
身

を

置
く
こ

と
で

、
互

い
の

知
を

融
合

さ
せ

る
取

組
み

【
Ａ

Ｐ
Ｕ

の
取

組
み

】
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大
学

院
生

・
学

部
学

生
か

ら
選

抜
さ

れ
た

T
A

が
、

個
人

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

、
よ

り
実

用
的

な
言

語
運

用
能

力
育

成
を

サ
ポ

ー
ト

→
実

践
的

な
言

語
習

慣
を

身
に

付
け

る

英
語

開
講

に
よ

る
専

門
科

目
、

語
学

科
目

な
ど

本
学

講
義

の
受

講

→
「
知

識
の

獲
得

、
単

位
化

」
、

「
ツ

ー
ル

と
し

て
の

言
語

修
得

」

言
語

、
文

化
、

宗
教

、
生

活
習

慣
が

異
な

る
国

際
学

生
（
留

学
生

）
と

の
刺

激
的

な
生

活

→
ビ

ジ
ネ

ス
に

も
通

じ
る

「
多

様
な

国
の

背
景

・
考

え
方

へ
の

理
解

」

３
A

c
ti
ve

L
an

gu
ag

e
L
e
ar

n
in

g

３
A

c
ti
ve

L
an

gu
ag

e
L
e
ar

n
in

g

２
国

際
寮

（
A

P
ハ

ウ
ス

）
で

の
生

活

２
国

際
寮

（
A

P
ハ

ウ
ス

）
で

の
生

活

１
外

国
語

語
開

講
科

目
の

履
修

１
外

国
語

語
開

講
科

目
の

履
修

エ
ク

ス
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
Ｅ

ｘ
ｔｅ

ｒｎ
ｓ
ｈ

ｉｐ
）
の

３
つ

の
枠

組
み

Co
py

rig
ht

 ©
 2

01
5 

Ri
ts

um
ei

ka
n 

As
ia

 P
ac

ifi
c U

ni
ve

rs
ity

.  
Al

l R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

Ａ
Ｐ

Ｕ
エ

ク
ス

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
３

枠
組

み
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3つ
の

コ
ー
ス

Co
py

rig
ht

 ©
 2

01
5 

Ri
ts

um
ei

ka
n 

As
ia

 P
ac

ifi
c U

ni
ve

rs
ity

.  
Al

l R
ig

ht
s R

es
er

ve
d.

Ａ
Ｐ

Ｕ
エ

ク
ス

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
コ

ー
ス

GC
EP

GC
EP

-カ
ス

タ
マ

イ
ズ

JL
EP

海
外

駐
在

員
候

補
海

外
の

折
衝

の
あ

る
新

卒
海

外
拠

点
の

現
地

従
業

員

将
来

の
幹

部
候

補
異

国
交

流
に

抵
抗

の
あ

る
人

海
外

支
社

幹
部

期
間

2ヶ
月

、4
ヶ月

3日
間

～
10

ヶ月

多
国

籍
の

企
業

事
例

を用
い

た
大

学
院

科
目

、学
部

科
目

履
修

左
記

プロ
グ

ラム
に

加
え

て
、

日
本

語
科

目
の

履
修

AL
L（

Ac
tiv

e　
La

ng
ua

ge
 L

ea
rn

ing
）の

受
講

集
中

研
修

や
カス

タマ
イズ

され
た

日
本

人
バ

デ
ィ学

生
との

交
流

寮
に

お
け

る
異

文
化

体
験

言
語

能
力

、異
文

化
適

応
能

力
向

上
プロ

グ
ラム

寮
に

お
け

る
異

文
化

体
験

、日
本

文
化

、企
業

へ
の

フィ
ー

ル
ドス

タデ
ィ

日
本

人
バ

デ
ィ学

生
との

交
流

日
本

企
業

、ホ
ス

トフ
ァミ

リー
との

交
流

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

リサ
ー

チ
研

究
学

生
との

交
流

事
業

京
都

フィ
ー

ル
ドス

タデ
ィ、

日
本

企
業

へ
の

課
外

活
動

リサ
ー

チ

異
文

化
適

応
能

力
測

定
日

本
語

能
力

検
定

試
験

（1
級

、2
級

）の
取

得

プ
ロ

グ
ラム

異
文

化
交

流
AL

L（
Ac

tiv
e　

La
ng

ua
ge

 L
ea

rn
ing

）学
生

との
交

流

授
業

学
生

、寮
生

との
交

流

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

最
重

要
能

力
要

件
で

あ
る

”異
文

化
適

応
能

力
”の

涵
養

海
外

従
業

員
へ

の
日

本
語

能
力

向
上

な
らび

に
日

本
文

化
理

解
の

促
進

目
的

受
講

者
（例

）

三
菱

東
京

UF
J銀

行
実

施
事

例

日
本

語
中

上
級

、日
本

語
上

級
、キ

ャリ
ア

日
本

語

NE
C、

ソニ
ー

、伊
予

銀
行

、山
九

、富
士

通
九

州
シ

ス
テ

ム
ズ

、
東

京
地

下
鉄

株
式

会
社

、株
式

会
社

ファ
ミリ

ー
マ

ー
ト、

株
式

会
社

吉
野

家
ホ

ー
ル

デ
ィン

グ
ス

　等
三

菱
UF

Jリ
ー

ス
株

式
会

社

科
目

一
例

様
々

な
異

文
化

体
験

や
科

目
受

講
の

カス
タマ

イズ
経

営
戦

略
研

究
、組

織
行

動
研

究
、技

術
経

営
研

究
、フ

ァイ
ナ

ン
ス

研
究

、
国

際
経

営
研

究

AP
Uル

ー
ブリ

ック
、T

OE
IC

（S
＆

W、
L＆

R）
に

よ
る

GC
EP

受
講

前
後

測
定

とフ
ォロ

ー
ア

ップ
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